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提
言ないものはない、のポスターが島外の人を

出迎える（海士町キンニャモニャセンター）

　

明
治
時
代
の
校
友
に
、
石
井
祐

治
（
俳
号
露
月
）
と
い
う
、
当
時

の
俳
壇
ト
ッ
プ
の
正
岡
子
規
と
親

交
を
結
ん
で
い
た
俳
人
が
い
る
。

筆
者
は
昨
年
末
、
地
元
雄
和
出
身

の
露
月
研
究
家
、
伊
藤
義
一
氏
の

力
作
『
俳
人
露
月　

天
地
蒼
々
』

を
読
み
深
い
感
銘
を
受
け
た
▼
露

月
は
秋
田
中
学
で
学
ん
だ
が
、
病

気
の
た
め
3
年
終
了
時
に
中
退
し

て
い
る
の
で
、
同
窓
会
名
簿
に
名

前
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
旧

雄
和
町
女
米
木
の
出
身
で
、
持
病

と
闘
い
な
が
ら
も
俳
人
と
し
て
の

大
成
を
夢
見
て
、
上
京
と
帰
郷
を

繰
り
返
し
た
。
そ
の
間
、
数
多
く

催
さ
れ
た
句
会
の
選
評
を
見
る

と
、
正
岡
子
規
の
評
価
と
期
待
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
▼
だ
が
、
彼

は
持
病
の
た
め
東
京
で
長
く
生
活

す
る
の
は
難
し
い
と
判
断
し
、
田

舎
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
医
師
に

な
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
西
洋
医

学
を
習
得
し
た
医
師
の
い
な
い
郷

里
で
、
生
家
で
医
院
を
開
業
し

た
。
大
変
な
努
力
の
結
果
で
あ
っ

た
▼
露
月
家
で
は
長
男
菊
夫
氏
、

次
男
元
次
氏
と
も
に
秋
田
中
学
で

学
ん
で
い
て
、
母
校
と
の
因
縁
の

深
さ
を
感
じ
る
。
石
井
露
月
顕
彰

全
国
俳
句
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
、

こ
の
鬼
才
が
学
ん
だ
母
校
と
し

て
、
何
ら
か
の
形
で
顕
彰
で
き
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
。

天
天
上

下

TEN
JO

TEN
GE

あきもと・ゆうし／1986年、大仙市生ま
れ。2009年に都内IT企業に新卒で入社
後、約1年半で退職し、島根県の離島・海
士町へ移住。統廃合の危機に直面してい
た島の高校を舞台とした「隠岐島前高校
魅力化プロジェクト」に隠岐國学習セン
ターのスタッフとして参画。2015年3月
には同プロジェクトの軌跡をまとめた書
籍『未来を変えた島の学校』（岩波書店）が
出版されている。
http://yakimoto.me

Profile

「
地
方
創
生
」
の
先
進
地
か
ら

�

秋
田
を
見
つ
め
る

�

公
立
塾
・
隠お
き
の岐
國く
に
学
習
セ
ン
タ
ー　

秋
元 

悠
史
（
平
成
17
卒
）

　

島
根
県
松
江
市
の
北
60
キ
ロ
に

浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
の
一
つ
海あ

士ま

町ち
ょ
う。

　

本
土
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
約
3
時

間
半
か
か
る
人
口
2
4
0
0
人
足

ら
ず
の
こ
の
島
に
は
、
年
間
で

2
千
人
を
超
え
る
視
察
者
が
訪
れ

る
。
昨
年
の
安
倍
首
相
の
所
信
表

明
演
説
に
よ
り
、
「
地
方
創
生
」

の
先
進
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め

た
島
の
港
で
来
島
者
を
出
迎
え
る

の
は
、
「
な
い
も
の
は
な
い
」
と

書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
。
役
場
の
若

手
職
員
が
考
案
し
、
「
あ
き
た
び

じ
ょ
ん
」
を
手
が
け
た
梅
原
真
氏

が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
、
海
士

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
だ
。

　

こ
の
コ
ピ
ー
に
は
二
つ
の
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
「
な
く
て

も
よ
い
」
。
「
大
事
な
も
の
は
す

べ
て
こ
こ
に
あ
る
」
。
足
元
の
暮

ら
し
に
こ
そ
向
き
合
お
う
と
い
う

わ
き
ま
え
と
、
清
濁
み
な
併
せ
呑

み
こ
の
島
で
生
き
て
い
こ
う
と
い

う
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
る
、
海
士
ら

し
さ
を
見
事
に
言
い
表
し
た
言
葉

だ
と
思
う
。

　

そ
の
わ
き
ま
え
と
覚
悟
は
、
海

士
町
が
積
み
重
ね
て
き
た
「
地
方

創
生
」
の
実
践
に
も
垣
間
見
え

る
。
公
共
事
業
の
削
減
に
よ
り
町

と
し
て
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
安
易
な
合
併
で
は
な
く
単
独

町
政
の
道
を
選
び
、
町
長
や
役
場

職
員
は
自
ら
の
給
与
カ
ッ
ト
を

断
行
。
「
日
本
一
安
い
給
料
で

日
本
一
働
く
公
務
員
」
た
ち
は

「
も
の
づ
く
り
」
と
「
ひ
と
づ
く

り
」
に
注
力
し
、
「
岩
が
き
春

香
」
、
「
隠
岐
牛
」
、
「
さ
ざ
え

カ
レ
ー
」
な
ど
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド

を
次
々
と
生
み
出
し
て
き
た
。

　

島
唯
一
の
高
校
・
県
立
隠
岐
島ど
う

前ぜ
ん

高
校
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
「
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
島
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
教
育
の
場
づ

く
り
を
推
進
。
今
や
全
校
生
徒
の

約
半
数
が
島
を
除
く
全
国
各
地
か

ら
集
ま
る
稀
有
な
学
校
と
な
っ

た
。

　

多
様
な
背
景
を
も
つ
移
住
者
を

は
じ
め
外
部
の
力
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
そ
の
取
り
組
み
に
通
底
す

る
の
は
常
に
「
島
に
あ
る
も
の
／

い
る
人
」
だ
。

　

ち
ょ
う
ど
10
年
前
に
秋
田
と
い

う
田
舎
が
嫌
に
な
り
上
京
し
た
は

ず
が
、
気
づ
け
ば
秋
田
に
い
つ
か

戻
る
こ
と
が
一
つ
の
目
標
と
な
っ

て
い
た
。
「
海
士
は
修
行
の
地

で
す
。
将
来
は
秋
田
に
帰
り
ま

す
」
。
面
接
と
い
う
場
面
で
も
空

気
を
読
ま
な
か
っ
た
教
育
業
界
未

経
験
の
若
僧
は
、
幸
運
に
も
公
立

の
塾
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
島
の
高

校
生
た
ち
と
日
々
を
過
ご
す
こ
と

と
な
る
。

　

修
行
先
で
あ
る
海
士
の
日
常

は
、
し
が
ら
み
の
中
で
も
歩
み
を

止
め
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
と
、
高
校
生
た
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
お
か
げ
で
刺
激
が
尽

き
な
い
。
地
元
住
民
は
も
ち
ろ

ん
、
移
住
者
や
島
外
か
ら
の
来
客

な
ど
多
様
な
人
と
交
流
を
重
ね
、

日
々
成
長
し
て
い
く
生
徒
た
ち
と

接
し
て
い
る
と
、
教
え
る
／
教
え

ら
れ
る
と
い
う
立
場
を
越
え
、
生

徒
に
よ
っ
て
自
分
の
思
い
が
け
な

い
側
面
が
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
さ

え
あ
る
。
子
ど
も
・
大
人
問
わ
ず

こ
う
し
た
関
係
性
が
築
け
る
の
だ

か
ら
、
こ
の
島
は
面
白
い
。

　

海
士
は
本
当
に
小
さ
な
島
だ

し
、
フ
ツ
ー
の
田
舎
だ
。
だ
が
、

「
な
い
も
の
は
な
い
」
の
精
神
で

子
ど
も
ま
で
も
が
「
島
に
あ
る
も

の
／
い
る
人
」
を
最
大
限
楽
し
も

う
と
し
て
い
る
。
千
葉
出
身
の
生

徒
は
目
を
輝
か
せ
て
「
将
来
は
隠

岐
で
働
き
た
い
」
と
話
し
、

大
学
に
通
う
卒
業
生
た
ち
は

長
期
休
暇
中
に
約
30
人
の
学
生

を
集
め
て
島
に
戻
り
、
母
校
の

後
輩
の
た
め
に
出
前
授
業
を
す

る
。
好
循
環
の
兆
し
だ
。

　

翻
っ
て
秋
田
を
見
れ
ば
、
ま

だ
ま
だ
余
白
が
そ
こ
ら
中
に
あ

る
。
小
さ
な
島
に
だ
っ
て
で
き

た
こ
と
は
幾
ら
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
余
白
を
存
分
に
生
か
さ
な

い
手
は
な
い
。

　

秋
田
で
仲
間
た
ち
が
育
ん
で

き
た
も
の
も
芽
を
出
し
つ
つ
あ

る
。
思
え
ば
海
士
と
の
縁
を
も

た
ら
し
た
の
も
秋
高
の
同
期

だ
っ
た
。
こ
の
修
行
を
終
え
た

後
に
は
、
こ
の
仲
間
た
ち
と
の

縁
を
し
っ
か
り
と
秋
田
の
未
来

に
繋
い
で
い
き
た
い
、
そ
う

思
っ
て
い
る
。
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6
月
21
日
に
総
会
　
　
　�

�
記
念
祝
賀
会
も
開
催

　

今
年
は
秋
田
高
校
同
窓
会
が
設

立
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
。

1
9
1
5
年
（
大
正
4
年
）
8
月

22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回
同
窓

会
大
会
に
つ
い
て
『
秋
高
百
年

誌
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま

す
。
「
八
月
二
十
二
日
午
後
二
時

三
十
分
よ
り
母
校
に
お
い
て
開

催
、
式
場
に
あ
て
ら
れ
た
雨
天
体

操
場
は
万
国
旗
で
装
飾
し
、
幔
幕

を
四
方
に
繞
ら
し
て
…
…
（
中

略
）
…
…
発
会
の
経
過
が
詳
細
に

報
告
さ
れ
た
」
。
そ
の
濫
觴
か
ら

1
世
紀
、
会
員
は
3
万
8
千
人
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　

世
紀
を
ま
た
ぐ
節
目
と
な
る
平

成
27
年
度
通
常
総
会
は
6
月
21
日

（
日
）
、
左
記
要
領
で
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
総
会
に

引
き
続
き
記
念
講
演
会
と
さ
さ
や

か
な
祝
賀
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
奮
っ
て
ご

出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

第
１
回
同
窓
会
大
会
か
ら
１
０
０
年

■ 平成27年度通常総会・ 
 同窓会設立100周年記念講演会
　と　　き／平成27年6月21日（日）
　と　こ　ろ／秋田ビューホテル4階「飛翔の間」
　　　　　　（☎018-832-1111）
　総　　会／午後2時～
　講　演　会／午後3時30分～
　　　　　　講師　国立東京博物館館長
　　　　　　　　　錢谷眞美氏（昭和43年卒）

■ 同窓会設立100周年記念祝賀会
　と　こ　ろ／秋田ビューホテル4階「飛翔の間」
　時　　間／午後4時40分～
　祝賀会費／5,000円（当日、会場で承ります）

　ご出席の方は、同封のハガキに必要事項をご記
入の上52円切手を貼り、6月4日（木）までに同窓
会事務局にお送り下さい。FAX、メールでお申し
込みいただいても結構です。
　《同窓会事務局》
　　FAX	 018（832）9588
　　Eメール	 aki-doso＠cna.ne.jp

　

こ
の
3
月
の
卒
業
生
は
、
学
級
減
が
あ
り
1
ク
ラ

ス
少
な
い
2
7
3
人
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
国
公
立

管
外
大
学
合
格
者
は
昨
年
度
よ
り 

31
人
少
な
い
延

べ
1
3
7
人
で
し
た
。

　

ま
た
、
私
立
大
学
に
は
延
べ
で
1
1
5
人
（
昨
年

比
－
53
）
が
合
格
し
、
66
人
（
－
44
）
が
進
学
し
ま

し
た
。
全
体
で
は
合
格
率
が
69
・
4
％
、
進
学
率
は

66
・
3
％
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
合
格
先
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

　

東
京
大
学
は
現
役
で
5
人
、
過
卒
で
7
人
で
合
計

12
人
（
+
4
）
と
な
り
、
記
録
が
残
る
中
で
は
過
去

3
番
目
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
高
い
進
路
志
望
を
持

ち
続
け
努
力
を
重
ね
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
は
現
役
と
過
卒
を
合
わ
せ
て
、
京
都
大
学
4
人

（
＋
2
）
、
東
京
工
業
大
学
1
人
（
＋
1
）
、
東
北

大
学
34
人
（
－
14
）
、
秋
田
大
学
50
人
（
－
15
）
な

ど
で
し
た
。
医
学
部
医
学
科
に
は
31
人
が
合
格
、
そ

の
う
ち
国
立
大
学
は
23
人
（
－
20
）
で
し
た
。
内
訳

は
秋
田
大
学
が
18
人
、
東
北
大
学
3
人
、
金
沢
大
学

1
人
、
富
山
大
学
1
人
で
し
た
。

　

私
立
大
学
で
は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
早
稲
田
大

学
で
27
人
（
＋
2
）
、
次
い
で
明
治
大
学
21
人
（
－

9
）
、
東
京
理
科
大
学
20
人
（
－
11
）
、
中
央
大
学

17
人
（
－
10
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
春
の
卒
業
生
は
新
教
育
課
程
に
な
っ
て
最
初
の

卒
業
生
で
あ
り
、
受
験
制
度
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、

東
京
大
学
を
は
じ
め
多
く
の
難
関
大
学
に
合
格
し
、

過
卒
と
合
わ
せ
た
東
京
大
学
合
格
者
数
は
東
北
地
区

で
2
位
で
し
た
。
こ
の
後
も
生
徒
の
第
一
志
望
が
叶

う
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

進
路
指
導
主
事　

佐
藤
和
実

東
大
12
人
、
東
北
大
34
人
、
京
大
4
人 

　
医
学
部
医
学
科
31
人
、
秋
田
大
は
18
人

大学合格状況一覧
国公立管外大 私立大
大学名 現役 過卒 計

秋 田 大 32 18 50
東 北 大 24 10 34
新 潟 大 12 2 14
東 京 大 7 5 12
千 葉 大 9 2 11
北 海 道 大 5 5 10
宮 城 教 育 大 5 1 6
岩 手 大 4 1 5
弘 前 大 1 3 4
東 京 学 芸 大 4 0 4
京 都 大 2 2 4
電 気 通 信 大 3 0 3
一 橋 大 2 1 3
横 浜 国 立 大 2 1 3
富 山 大 2 1 3
金 沢 大 2 1 3
大 阪 大 1 2 3
国 際 教 養 大 3 0 3
茨 城 大 2 0 2
筑 波 大 1 1 2

大学名 現役 過卒 計
早 稲 田 大 13 14 27
明 治 大 10 11 21
東 京 理 科 大 7 13 20
中 央 大 7 10 17
法 政 大 8 8 16
日 本 大 4 11 15
芝 浦 工 大 0 10 10
東 北 薬 大 4 5 9
慶 応 大 3 6 9
立 教 大 5 3 8
立 命 館 大 3 4 7
上 智 大 2 4 6
東 邦 大 2 3 5
岩 手 医 大 1 4 5
東 京 薬 大 1 4 5
学 習 院 大 0 5 5
青 山 学 院 大 3 1 4
成 蹊 大 3 1 4
多 摩 美 大 3 1 4
津 田 塾 大 3 1 4

医学部医学科
大学名 現役 過卒 計

秋 田 大 8 10 18
東 北 大 2 1 3
岩 手 医 大 0 3 3
富 山 大 0 1 1
金 沢 大 0 1 1
自 治 医 大 0 2 2
埼 玉 医 大 0 1 1
昭 和 大 0 1 1
東京女子医大 0 1 1
医学部医学科計 10 21 31

今
春
の
進
路
状
況

大学名 現役 過卒 計
お茶の水女子大 2 0 2
信 州 大 2 0 2
岐 阜 薬 大 0 2 2
山 形 大 1 0 1
宇 都 宮 大 1 0 1
埼 玉 大 1 0 1
東 京 医 歯 大 0 1 1
東 京 外 大 0 1 1
東 京 芸 大 1 0 1
東 京 工 業 大 1 0 1
東 京 農 工 大 1 0 1
名 古 屋 大 1 0 1
大 阪 教 育 大 0 1 1
宮 城 大 1 0 1
高 崎 経 大 0 1 1
埼 玉 県 立 大 0 1 1
首 都 大 東 京 1 0 1
横 浜 市 立 大 0 1 1
長 岡 造 形 大 1 0 1
国公立管外大計 137 64 201

大学名 現役 過卒 計
東 京 女 子 大 3 1 4
北 里 大 2 2 4
日 本 女 子 大 2 2 4
同 志 社 大 0 4 4
その他私立大 26 41 67
私 立 大 計 115 169 284

秋田高校同窓会だより VOL.973



喜びの声新入生

晴
れ
晴
れ
と
2
7
5
人

高
校
生
活
へ
第
一歩

　

4
月
7
日
、
母
校
う
ぐ
い
す

坂
は
、
校
門
に
向
か
う
新
入
生

と
保
護
者
の
晴
れ
や
か
な
表
情

と
、
待
ち
受
け
る
在
校
生
た
ち

の
部
活
加
入
を
呼
び
か
け
る
明

る
い
笑
顔
が
交
錯
し
て
華
や
い

だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

（
表
紙
写
真
）

　

平
成
27
年
度
の
入
学
式
は
、

教
職
員
を
は
じ
め
来
賓
や
多
数

の
保
護
者
が
見
守
る
中
で
行
わ

れ
た
。
吹
奏
楽
部
が
演
奏
す
る

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン

ガ
ー
」
が
重
厚
な
音
色
を
大
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
、
拍

手
に
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
た
ち

が
ク
ラ
ス
ご
と
に
入
場
し
た
。

今
年
の
新
入
生
は
男
子
1
6
4

人
、
女
子
1
1
1
人
。
ク
ラ
ス

担
任
か
ら
一
人
ひ
と
り
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
起
立
し
た

2
7
5
人
に
向
か
っ
て
伊
藤
成

年
校
長
が
「
本
校
へ
の
入
学
を

許
可
し
ま
す
」
と
高
ら
か
に
宣

言
し
た
。

　

式
辞
の
中
で
伊
藤
校
長
は

「
高
い
志
を
持
ち
、
自
ら
進
ん

で
学
ぶ
高
校
生
活
を
送
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
人
間
と
し
て
の

強
さ
、
他
を
思
い
や
る
優
し
さ

を
備
え
た
本
物
の
強
さ
を
身
に

付
け
、
生
涯
を
通
じ
て
交
わ
る

良
き
友
、
良
き
師
を
得
て
ほ
し

い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
新
入
生
を
代

表
し
て
竹ち
く

萬ま

さ
お
り
さ
ん
が

「
自
分
自
身
の
目
指
す
道
を
見

据
え
、
一
日
一
日
を
大
切
に
仲

間
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
、
最

後
に
校
歌
全
5
番
を
披
露
し
て

入
学
式
は
終
了
し
た
。

1
A 

　
伊
藤 

大
成

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
新
た
な
高
校
生
活
を
秋
田
高

校
で
送
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
そ
の
気
持
ち
を
も
と

に
、
秋
高
生
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
「
自
主
自
律
」

や
「
文
武
両
道
」
の
精
神
で
、

一
歩
ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
高
校
生
活
の
3
年
間
で
し
か

得
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
勉
強
や
部
活
動
を
含
め
て

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
努
力

を
惜
し
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
A
　
中
川 

瑛
梨
奈

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
憧
れ
の
秋
高
生
に
な
れ
た
と

い
う
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
秋
高

生
だ
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
持
っ
て
い
る
力
を
存
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
部
活
に

入
部
し
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
娘
に
は
、
自
分
で
何
事
も
正

し
く
決
断
で
き
る
大
人
に
な
れ

る
よ
う
、
常
に
目
的
を
持
っ
て

努
力
を
惜
し
ま
ず
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

入
学
お
め
で
と
う
!

新
入
生
特
集

1
B
　
岡
島 

一
貴

�

（
本
籍
　
三
重
・
伊
賀
市
）

　
自
分
は
将
来
の
こ
と
を
考
え

る
の
が
好
き
だ
。
大
学
進
学
、

海
外
留
学
。
つ
い
つ
い
輝
か
し

い
未
来
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま

う
。
だ
が
、
そ
れ
は
現
実
不
可

能
で
は
な
い
。
こ
の
秋
田
高
校

に
入
学
で
き
た
喜
び
を
胸
に
、

誇
り
を
実
力
に
変
え
て
い
き
た

い
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
①
将
来
の
夢
実
現
に
向
け
高

い
目
標
を
持
つ
②
目
標
を
必
ず

や
り
遂
げ
る
強
い
意
志
を
持
つ

③
一
生
付
き
合
え
る
仲
間
を
持

つ
。
充
実
し
た
3
年
間
を
!!

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
B
　
楢
岡 

ひ
よ
り

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
私
は
、
こ
の
秋
田
高
校
で
、

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
は
将
来
の
目
標

が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
3

年
間
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
入
学
お
め
で
と
う
。
希
望
の

学
校
に
合
格
し
た
こ
と
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
高
校
生
活
が
す
ば
ら

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
！

1
C
　
松
本 

元
輝

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）　
　

　
こ
の
春
、
私
は
秋
田
高
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
授
業
に
つ
い

て
い
け
る
の
か
、
文
武
両
道
を

図
れ
る
の
か
�
な
ど
不
安
な
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

3
年
間
の
高
校
生
活
を
全
力
で

謳
歌
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
高
校
の
3
年
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。
勉
学
・
部
活
・
友

人
づ
く
り
等
、
こ
の
3
年
間
を

有
意
義
な
も
の
と
し
て
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
C
　
伊
藤 

彩
夏

�

（
本
籍
　
由
利
本
荘
市
）

　
私
は
ま
だ
、
将
来
の
夢
や
進

路
を
明
確
に
決
め
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
秋
田
高
校

で
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
と
過

ご
す
日
々
の
中
で
き
っ
と
見
つ

け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
「
お

の
れ
を
修
め
て
世
の
た
め
つ
く

す
」
。
こ
れ
を
目
指
し
日
々
邁

進
し
た
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合

い
、
知
的
好
奇
心
を
持
ち
続

け
、
物
事
を
深
く
考
え
、
自
分

の
可
能
性
を
拡
げ
る
3
年
間
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。

4
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1
D
　
櫻
田 

洸
介

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
高
校
と
い
う
今
ま
で
と
は
違
う

新
し
い
環
境
で
の
生
活
に
は
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
そ
れ
以

上
に
大
き
な
期
待
が
あ
り
ま
す
。

伝
統
あ
る
秋
田
高
校
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
3
年
間
を
充
実
し
た

も
の
に
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
入
学
お
め
で
と
う
。
自
分
の
可

能
性
を
探
す
た
め
、
ま
た
、
そ
の

基
礎
を
作
る
た
め
、
自
由
な
校
風

の
下
で
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
D
　
筒
井 

菜
都
美

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
秋
田

高
校
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を
と

て
も
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
高

校
生
活
に
は
た
く
さ
ん
の
期
待
と

少
し
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
パ
ワ
ー
に
変
え
て
、
自
分
の
夢

に
向
か
っ
て
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
大
切
に
、

そ
し
て
新
し
い
生
活
の
中
で
仲
間

と
と
も
に
新
し
い
自
分
を
発
見

し
、
夢
へ
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に

進
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

1
G
　
今
野
　
蓮

�

（
本
籍
　
横
手
市
）

　
僕
は
秋
田
高
校
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
高
校
生
活
で
の
目
標
は
も

ち
ろ
ん
文
武
両
道
で
す
。
部
活
で

は
「
日
本
一
」
、
学
習
で
は
成
績

上
位
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
3
年
間
、
充
実
し
た
生

活
を
送
り
た
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
入
学
お
め
で
と
う
。
文
武
両

道
、
頑
張
っ
て
自
分
の
夢
へ
と
す

す
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
G
　
加
藤 

晟
子

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
私
は
高
校
生
活
で
、
先
生
方
の

ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
多
く
の

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
社
会
に
出

る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
考
え

方
、
人
間
性
を
養
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
伝
統
の
あ
る
秋
田
高
校
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
主
自
律
の
精
神
を
も
っ
て
、

充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

1
E
　
安
田 

肯
平

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
僕
は
秋
田
高
校
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
伝
統
校
の
陸
上
競
技
部
に
入

部
し
て
先
輩
た
ち
や
た
く
さ
ん
の

仲
間
と
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
目

標
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

目
指
す
と
同
時
に
勉
強
と
の
両
立

も
図
り
ま
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
高
校
生
活
に
際
し
て
夢
を
持

ち
、
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
親

と
し
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
E
　
尾
形 

美
空

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
秋
高
に
入

学
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。
秋
高
は
勉
強
だ
け

で
な
く
、
部
活
動
も
盛
ん
で
、
こ

れ
か
ら
の
高
校
生
活
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
自
主
自
律
の
精
神
の

も
と
、
「
真
の
秋
高
生
」
と
な
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
伝
統
あ
る
秋
高
生
の
一
員
に
な

れ
た
喜
び
を
胸
に
、
伝
統
の
重
み

と
責
任
を
感
じ
、
夢
と
目
標
の
実

現
が
で
き
る
よ
う
充
実
し
た
3
年

間
を
期
待
し
ま
す
。

1
F
　
野
村 

優
大

�

（
本
籍
　
秋
田
市
）

　
小
中
学
校
で
は
野
球
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
通
し
、
か
け
が
え
の
な

い
時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
秋
高
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
社
会
を
良
く
す
る
た
め
、
自

身
の
目
標
を
確
立
し
、
充
実
し
た

高
校
生
活
を
精
一
杯
送
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
目
標
の
秋
高
に
入
学
で
き
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
人
間
形
成
の
場

で
奮
闘
す
る
わ
が
子
を
親
と
し
て

遠
く
か
ら
見
守
り
、
育
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

1
F
　
加
藤 

綾
乃

�

（
本
籍
　
東
京
・
板
橋
区
）

　
わ
た
し
は
部
活
と
勉
強
の
両
立

を
が
ん
ば
り
ま
す
。
特
に
部
活
で

は
、
軟
式
野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
仕
事
を
し
っ
か
り
こ
な

し
、
部
員
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
練

習
で
き
る
よ
う
お
力
添
え
で
き
た

ら
い
い
で
す
。

【
保
護
者
よ
り
】

　
入
学
お
め
で
と
う
。
一
期
一
会

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
人
と
し

て
成
長
し
、
高
校
生
活
が
人
生
の

礎
と
な
る
3
年
間
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

秋田高校同窓会だより VOL.975
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「
文
化
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
、

ラ
ジ
オ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
っ
て
、
ど
ん
な

仕
事
？
」
と
問
わ
れ
る
時
、
私
は
「
自
分

の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
お
仕
事
」
と
答

え
ま
す
。
臨
機
応
変
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
番
組
・
催
事
に
出
演
し
ま
す
し
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
は
こ
う
い
う
も
の
、
と
い

う
枠
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
以
前
は
想
像

で
き
な
か
っ
た
新
た
な
自
分
に
出
会
う

日
々
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

文
化
放
送
の
Ａ
Ｍ
波
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
は
関
東
1
都
6
県
が
中
心
で
す
が
、

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
同
時
放
送

「
r
a
d
i
k
o
.
j
p
プ
レ
ミ
ア
ム
」

を
通
じ
て
全
国
で
お
聞
き
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、
私
が
担
当
す
る
番

組
に
は
「
ニ
ュ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
の
よ
う

に
全
国
ネ
ッ
ト
で
お
届
け
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
秋
田
の
ご
出
身
で
、
現
在

は
関
東
近
郊
で
暮
ら
す
方
々
か
ら
、
同
郷

と
い
う
こ
と
で
親
近
感
を
抱
い
た
と
う
れ

し
い
お
便
り
を
頂
戴
し
た
り
、
他
方
、
出

張
先
、
旅
行
先
か
ら
届
く
お
便
り
を
拝
見

し
て
い
ま
す
と
、
移
動
の
機
会
が
増
え
る

の
に
比
例
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
慣
れ
親

し
ん
で
い
る
物
事
へ
の
愛
着
を
再
認
識
す

る
場
面
が
増
え
る
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
京
秋
田
県
人
新
春
交
歓
会
の

司
会
や
、
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

2
0
1
4
の
応
援
大
使
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
、
担
当
番
組
で
は

随
時
、
各
所
の
ご
協
力
の
も
と
、
秋
田
の

名
産
品
の
リ
ス
ナ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
展
開

す
る
中
で
、
こ
の
数
年
の
間
に
ブ
ラ
ン
ド

化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
面
で
目
覚
ま
し
い

推
進
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
の

当
た
り
に
し
、
秋
田
の
底
力
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

愛
す
る
学
び
舎
の
後
輩
の
皆
さ
ん
に

は
、
将
来
ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択
さ
れ

る
に
せ
よ
、
で
き
る
こ
と
な
ら
外
国
へ
旅

行
、
あ
る
い
は
留
学
の
機
会
を
得
る
べ
く

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
、
そ
し
て
諸
先
輩
方
に
は
、
後
進
の
皆

さ
ん
が
見
聞
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
導
い
て

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
秋
田
の
風
土

が
培
っ
て
く
れ
る
大
ら
か
さ
を
礎
に
、
多

様
性
の
中
で
自
ら
の
道
を
模
索
す
る
力

を
、
自
他
共
に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
へ
入
社
し
、
初
任
配
属

が
航
空
機
タ
イ
ヤ
の
開
発
部
門
で
し
た
。

航
空
機
部
品
な
の
で
絶
対
に
安
全
を
保
障

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
軽
い
気
持
で
仕

事
は
で
き
な
い
と
大
き
な
責
任
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
ど

な
く
官
庁
や
機
体
メ
ー
カ
ー
、
加
え
て
弊

社
独
自
に
よ
る
耐
久
試
験
で
十
分
な
性
能

確
認
を
実
施
し
て
い
て
、
安
全
な
製
品
を

自
信
を
持
っ
て
供
給
し
て
い
る
こ
と
を
身

を
も
っ
て
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
航
空
機
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見

る
た
び
に
社
会
的
責
任
の
大
き
さ
を
再
認

識
し
、
身
を
引
き
締
め
て
仕
事
に
臨
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

航
空
機
タ
イ
ヤ
は
1
本
で
大
型
ト
ラ
ッ

ク
1
台
相
当
の
重
量
に
耐
え
、
F
1
並
み

の
速
度
ま
で
達
す
る
極
め
て
過
酷
な
条
件

で
使
用
さ
れ
ま
す
。
設
計
の
ち
ょ
っ
と
し

た
差
で
大
き
な
性
能
差
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
、
高
い
技
術
力
が
要
求
さ
れ
、
設
計

者
と
し
て
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
新
製
品
の
説
明
の
た
め
、

米
シ
ア
ト
ル
に
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
社

へ
度
々
赴
き
ま
し
た
。
会
議
前
日
の

資
料
や
説
明
内
容
の
最
終
確
認
で
は

言
語
の
違
い
も
あ
る
た
め
、
十
分
に

理
解
頂
け
る
よ
う
表
現
の
一
つ
一

つ
に
も
気
を
配
り
、
気
付
く
と
夜
が

明
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ン
グ
の
技
術
者
か
ら
製
品
へ

の
称
賛
の
言
葉
を
頂
い
た
時
は
、
設

計
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
非

常
に
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

主
に
開
発
を
担
当
し
た
最
新
鋭
7
8
7

︱
9
型
機
で
テ
ス
ト
機
体
で
の
タ
イ
ヤ
性

能
評
価
を
提
案
し
た
際
、
担
当
の
方
が
熱

心
に
対
応
し
て
く
れ
た
た
め
開
発
中
の
機

体
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脚
回
り
の
調
査
だ

け
で
な
く
機
内
や
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
も
乗

せ
て
も
ら
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
機
体
開
発
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
も
認
め
ら
れ
、
よ
い
信
頼
関
係
が
築
け

た
と
実
感
し
た
場
面
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
先
日
、
東
京
で
ラ
グ
ビ
ー
部

の
О
B
戦
が
行
わ
れ
、
久
々
に
懐
か
し
い

面
々
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
苦
楽

を
共
に
し
た
仲
間
た
ち
、
仕
事
や
人
と
の

関
わ
り
に
対
す
る
姿
勢
は
ラ
グ
ビ
ー
を
通

じ
て
得
た
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
を
自
分
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
仕
事
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

秋
田
の
風
土
礎
に
多
様
な
道
を
模
索

 

文
化
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

石
川 

真
紀
（
平
成
5
卒
）

空
を
支
え
る
航
空
機
タ
イ
ヤ

 

布
谷 

和
日
湖
（
平
成
11
卒
）
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験
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同
窓
会
の
平
成
26
年
度
入
会
式

が
2
月
28
日
、
母
校
大
体
育
館
で

行
わ
れ
た
。
入
会
式
に
は
卒
業

式
を
翌
日
に
控
え
た
新
入
会
員

2
7
3
人
全
員
が
出
席
し
た
。
男

子
は
黒
の
学
生
服
、
女
子
は
紺
色

の
制
服
に
身
を
包
み
威
儀
を
正
し

て
式
典
に
臨
ん
だ
。
執
行
部
役
員

を
は
じ
め
と
す
る
同
窓
会
員
と
教

職
員
あ
わ
せ
て
お
よ
そ
60
人
が
見

守
る
中
、
歓
迎
の
挨
拶
に
立
っ
た

町
田
睿
会
長
は
新
入
会
員
た
ち
に

次
の
よ
う
に
語
り
か
け
た
。

　

「
ご
卒
業
、
そ
し
て
同
窓
会
へ

の
ご
入
会
お
め
で
と
う
。
戦
後
70

年
、
日
本
は
敗
戦
か
ら
立
ち
直

り
、
世
界
第
2
の
経
済
大
国
に
昇

り
つ
め
た
が
、
1
9
9
1
年
、
ソ

連
の
崩
壊
に
よ
り
東
西
冷
戦
が
終

わ
っ
た
の
を
境
に
世
界
情
勢
は
ガ

ラ
リ
と
変
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
政

治
学
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
テ
ィ

ン
ト
ン
が
『
文
明
の
衝
突
』
の
中

で
予
言
し
た
民
族
と
宗
教
の
対
立

の
時
代
、
テ
ロ
ル
と
の
戦
い
の
世

紀
を
迎
え
た
。
中
国
や
イ
ン
ド
な

ど
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
台
頭
が
著
し

く
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
環
境

も
厳
し
く
な
っ
て
皆
さ
ん
は
今
、

歴
史
の
大
き
な
変
わ
り
目
に
立
っ

て
い
る
と
言
っ
て
い
い
」

　

町
田
会
長
は
言
葉
を
継
い
だ
。

「
経
営
学
者
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
か
つ

て
『
こ
れ
か
ら
の
企
業
の
平
均
寿

命
は
大
企
業
も
含
め
30
年
だ
』
と

言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か

ら
は
一
つ
の
職
場
で
一
生
を
終
え

る
と
い
う
生
き
方
は
難
し
く
な

る
。
一
人
ひ
と
り
が
本
人
の
能
力

と
適
性
に
あ
っ
た
多
様
な
職
業
選

択
、
多
様
な
人
生
を
模
索
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
皆
さ
ん
は
こ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
自
分
探
し
の
旅
に
出

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
是
非

同
窓
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
タ
テ
の
繋
が
り
の
強
い
同
窓

会
の
実
現
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
。
町
田
会
長
は
こ
の
よ
う

に
述
べ
、
若
い
会
員
た
ち
の
た
め

に
同
窓
会
の
豊
富
な
人
脈
を
積
極

的
に
生
か
し
て
い
く
考
え
を
強
調

し
た
。

激
励
の
言
葉
要
旨

�

中
嶋 

結
也
（
平
成
14
卒
）

　

高
校
時
代
は
柔
道
部
で
部
活
漬

け
の
毎
日
だ
っ
た
。
大
学
で
政
治

経
済
の
勉
強
を
し
、
現
在
は
県
庁

の
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
が
、

仕
事
と
は
別
に
「
若
者
会
議
」
と

い
う
活
動
を
し
て
い
る
。

　

若
者
会
議
と
は
、
地
域
に
住
む

仕
事
も
年
代
も
ば
ら
ば
ら
の
若
者

が
、
地
元
を
楽
し
く
す
る
た
め
に

何
が
出
来
る
か
を
話
し
合
い
行
動

す
る
集
ま
り
だ
。
県
内
に
は
10

ち
ょ
っ
と
の
若
者
会
議
が
あ
り
、

例
え
ば
横
手
の
若
者
会
議
で
は
つ

ら
い
雪
寄
せ
を
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

楽
し
ん
で
し
ま
え
！
と
ス
ポ
ー
ツ

雪
寄
せ
世
界
大
会
を
行
っ
た
。
こ

の
活
動
を
通
じ
て
知
っ
た
地
域
や

自
分
自
身
の
人
生
を
面
白
く
す
る

コ
ツ
は
三
つ
あ
る
と
思
う
。

　

一
つ
目
は
有
言
不
実
行
の
ス
ス

メ
。
有
言
不
実
行
と
は
約
束
し
た

こ
と
を
平
気
で
破
る
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
出
来
な
い
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
や
っ
て
み
た
い
こ

と
を
声
に
出
す
と
い
う
こ
と
だ
。

声
に
出
す
こ
と
で
自
分
一
人
で
は

出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
を
聞
い
た
人
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
出
来
る
人
を
紹
介
し

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
つ
目
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
た

い
と
話
さ
れ
た
と
き
相
手
を
「
ど

う
せ
無
理
だ
よ
」
と
否
定
せ
ず

に
、
「
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て
み
れ

ば
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ

る
こ
と
だ
。
植
松
電
機
の
植
松
専

務
に
よ
る
と
、
「
ど
う
せ
無
理
」

と
言
う
の
は
、
そ
れ
を
や
っ
た
こ

と
が
な
い
人
。
や
っ
た
こ
と
が
な

い
人
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に

対
し
て
出
来
な
い
理
由
を
長
々
と

説
明
す
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

三
つ
目
は
行
動
す
る
な
ら
若
い

う
ち
に
。
若
い
う
ち
だ
か
ら
こ
そ

話
を
聞
い
て
く
れ
、
地
域
の
人
も

そ
の
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
る
し

若
い
う
ち
な
ら
失
敗
し
て
も
致
命

傷
に
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
み
ん

な
が
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
、

失
敗
も
許
さ
れ
る
う
ち
に
ど
ん
ど

ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
自

分
の
住
む
地
域
や
自
分
の
人
生
が

変
わ
る
と
思
う
。

　

最
後
に
僕
が
今
や
っ
て
み
た
い

こ
と
は
、
若
い
人
た
ち
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
て
夢
を
語
り
合
う
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
み
た
い
な
こ
と
を
や
り

た
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
中
か
ら
「
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て

み
れ
ば
？
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
。

町
田
会
長
〝 

厳
し
さ
増
す
国
際
環
境

多
様
な
人
生
模
索
が
大
切
〟

　

続
い
て
若
者
の
積
極
的
な
社
会

参
加
に
よ
る
楽
し
い
町
作
り
を
目

指
す
「
若
者
会
議
」
の
中
心
メ
ン

バ
ー
中
嶋
結
也
氏
（
平
成
14
卒
）

が
新
入
会
員
を
激
励
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
た
（
発
言
要
旨
は

下
段
）
。

　

新
入
会
員
へ
の
記
念
品
は
校
歌

の
一
節
「
お
の
れ
を
修
め
て
世

の
た
め
つ
く
す
」
を
印
刷
し
た

U
S
B
ス
テ
ィ
ッ
ク
。
高
島
清
子

副
会
長
か
ら
代
表
の
豊
島
菜
々
子

さ
ん
（
前
生
徒
会
副
会
長
）
に
手

渡
さ
れ
た
。
豊
島
さ
ん
は
お
礼
の

挨
拶
の
中
で
、
「
各
界
で
活
躍
す

る
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
秋
田
高

校
同
窓
会
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と

を
一
同
、
大
変
う
れ
し
く
誇
り
に

思
い
ま
す
。
自
主
自
律
の
精
神
の

下
、
3
年
間
学
ん
で
き
た
こ
と
を

こ
れ
か
ら
様
々
な
状
況
で
生
か
し

て
い
け
る
よ
う
人
生
の
諸
先
輩
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
、
母
校
を

巣
立
ち
新
た
な
目
標
に
漕
ぎ
出
す

喜
び
と
決
意
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

最
後
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
校
友
会
歌
を
全
員
で
声
高

ら
か
に
歌
い
入
会
式
を
閉
じ
た
。

同
窓
会
入
会
式

秋田高校同窓会だより VOL.977



　

世
界
の
国
旗
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
か

ら
、
思
え
ば
60
余
年
に
な
る
。

　

小
学
校
4
年
生
の
時
、
地
図
帳
を
見
て
気

付
い
た
の
だ
が
、
「
北
欧
の
国
旗
は
ど
う
し

て
み
な
十
字
型
な
の
か
」
と
担
任
の
教
師
に

尋
ね
た
。
す
る
と
、
「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
算

数
、
国
語
、
理
科
、
社
会
な
ど
を
し
っ
か
り

勉
強
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
時
の

教
師
の
真
意
は
不
明
だ
が
、
今
と
違
っ
て
？

素
直
な
私
は
そ
の
一
言
を
忠
実
に
守
っ
た

（
は
ず
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
結
果
は
、
こ
の
4
教

科
に
限
ら
ず
、
そ
の
後
の
あ
ら
ゆ
る
教
科
や
学
問
が

国
旗
の
理
解
に
役
だ
っ
た
。

　

幾
何
学
、
化
学
、
光
学
、
色
彩
学
、
史
学
、
法

学
、
宗
教
学
、
民
族
学
、
地
理
学
、
政
治
経
済
学
、

語
学
、
音
楽
…
ど
れ
も
こ
れ
も
国
旗
研
究
に
と
っ
て

絶
対
的
に
必
要
だ
っ
た
。
恩
師
に
感
謝
し
た
い
。

　

東
・
東
南
ア
ジ
ア
の
国
旗
に
は
赤
が
あ
っ
て
緑
が

な
い
。
赤
の
多
く
は
太
陽
に
由
来
し
、
緑
は
熱
帯
・

亜
熱
帯
雨
林
気
候
に
あ
っ
て
は
特
に
注
目
さ
れ
な
い

色
と
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
以
西
と
な
る
と
、
緑
が
断
然
幅
を
利
か
せ

る
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
タ
ー
バ
ン
が
緑
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
多
い
国

の
国
旗
に
共
通
だ
。

　

欧
州
の
国
旗
に
は
月
や
星
が
ま
ず
な
い
。
長
く
対

立
し
て
い
た
ト
ル
コ
の
国
旗
が
三
日
月
と
星
だ
か
ら

か
。
旧
ソ
連
や
7
つ
に
分
裂
し
た
旧
ユ
ー
ゴ
な
ど
は

そ
の
中
心
に
な
っ
た
ソ
連
や
セ
ル
ビ
ア
の
国
旗
と
ほ

と
ん
ど
似
て
い
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
採
択
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
の
国
旗
で
は
赤
、
黄
、
緑
が
ぐ
っ
と
増

え
る
。
古
来
、
独
立
を
保
っ
て
き
た
エ
チ
オ
ピ
ア
の

国
旗
に
由
来
し
、
い
つ
の
日
に
か
の
「
ア
フ
リ
カ
の

統
一
」
を
そ
の
三
色
に
託
し
た
の
だ
。

　

南
北
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
で
は
青
。
ア
メ
リ
カ
ン
・

ブ
ル
ー
と
で
も
覚
え
た
い
。
そ
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
各

国
の
国
旗
は
南
十
字
星
。
こ
の
十
数
行
だ
け
で
も
国

旗
で
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
力
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
か
と

思
う
。

　

さ
て
、
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
組
織
委
で
専
門

職
員
と
し
て
国
旗
を
担
当
し
、
98
年
の
長
野
の
冬
季

五
輪
で
は
顧
問
と
し
て
同
じ
よ
う
な
任
務
に
関
わ
っ

た
。
58
年
の
東
京
で
の
ア
ジ
ア
大
会
で
中
華
民
国
の

国
旗
を
逆
掲
揚
し
た
失
敗
に
懲
り
た
諸
先
輩
が
、
私

の
よ
う
な
若
造
の
趣
味
を
「
お
国
」
と
世
界
の
た
め

に
役
立
て
る
よ
う
に
と
誘
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
今
度
は
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
50
年
前
と
は
国
旗
に
つ
い
て
で
も
大
き
く
変

わ
っ
た
。
64
年
の
五
輪
に
は
94
カ
国
が
参
加
し
た
。

そ
れ
が
2
0
0
8
年
の
北
京
、
12
年
の
ロ
ン
ド
ン
の

両
五
輪
で
は
2
0
8
の
国
と
地
域
に
な
っ
た
。
し
か

も
、
64
年
の
五
輪
参
加
国
中
、
40
カ
国
近
く
の
国
旗

が
そ
の
後
、
変
更
に
な
っ
た
の
だ
。

　

加
え
て
、
染
や
縫
製
の
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
が
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。
幸
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
方
式
が
開
発
さ
れ
て
は
い
る

が
、
特
殊
な
布
地
の
開
発
や
調
達
か
ら
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
家
族
か
ら
は
「
健
康
に
気
を
付
け
て
長

生
き
を
」
と
い
わ
れ
る
が
、
老
生
は
早
く
次
世
代
が

出
て
来
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

前
回
の
東
京
五
輪
が
決
ま
っ
た
時
（
1
9
5
9

年
）
、
私
は
ま
だ
秋
高
生
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
。

世界の国旗と私
 国旗・儀典専門家、ユーラシア21研究所理事長 

 　 吹浦 忠正（昭和35卒）

ふきうら・ただまさ／1941
年、秋田市生まれ。早稲田
大学政経学部卒、同大学院
修了。国際赤十字バングラ
デシュ、インドシナ各駐在
代表、埼玉県立大学教授な
どを経て、現在、ユーラシア
21研究所、社会福祉法人さ
ぽうと21各理事長。法務省
入管局参与員、拓殖大学客
員教授など。国旗に関する
出版物は40点以上、「オリン
ピックのトリビア」を週刊
新潮で長期連載中のほか、
メディアでも活躍中。
E-mail:taddy@star.odn.ne.jp

院　長  真崎 雅和（昭和49年卒）

医療法人 真和会

MASAKI EAR.NOSE & THROAT CLINIC

〒011-0946 秋田市土崎港中央6-8-3
TEL.018-845-0234
FAX.018-847-1321

masaki@medical.email.ne.jp

大 

島 

千 

明

代
表
取
締
役
社
長

（
昭
和
49
年
卒
）

稲
庭
う
ど
ん
・
そ
う
め
ん
製
造

株
式
会
社

〒010-8506
秋田市東通仲町4－1
秋田拠点センターアルヴェ4F
T E L .  0 1 8－8 3 2－4 1 3 7
FA X .  0 1 8－8 3 3－1 0 2 7

沢  田  祐  治
公認会計士・税理士

（昭和39年卒）

〒010-0061
秋田市卸町4丁目8-9
TEL.018-863-3611㈹ FAX.018-863-3602
URL : http://www.akita-tohoku.co.jp/

近　藤　嘉　之
取締役社長

（昭和39年卒）

Akita Tohoku Syoji. co.,ltd.

東京五輪開会式直前の筆者
国立競技場メインスタンド下の
式典本部前で（1964年10月10日）

エッセイ
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短歌

投
稿
・
文
芸

任
地
追
想

千
葉
県
大
網
白
里
市

小
林 
栄
一
（
昭
和
29
卒
）

哀
悼
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

�

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

平
成
25
年

8
月
伊
藤
　
忠
二
（
昭
28
）

9
月
桝
川
　
芳
宏
（
昭
30
）

11
月
伊
藤
徳
次
郎
（
昭
7
）

前
田
　
　
庸
（
昭
26
）

12
月
田
村
　
　
優
（
昭
34
）

清
水
　
信
夫
（
昭
33
）

平
成
26
年

1
月
橋
本
長
四
郎
（
昭
27
）

八
柳
　
昭
三
（
昭
28
）

安
保
　
正
敏
（
昭
37
）

2
月
岡
野
　
　
實
（
昭
20
④
）

桑
原
　
　
貞
（
昭
35
）

3
月
斉
藤
　
　
葆
（
昭
14
）

寺
内
　
知
昭
（
昭
19
）

若
狭
　
良
一
（
昭
24
定
）

4
月
舘
岡
淳
一
郎
（
平
8
）

工
藤
　
　
翼
（
昭
37
）

門
間
　
昱
衛
（
昭
26
）

中
塚
　
　
淳
（
昭
37
）

工
藤
　
　
繁
（
昭
33
）

浅
野
惣
市
郎
（
昭
18
）

5
月
伊
藤
　
　
進
（
昭
43
）

鈴
木
　
　
正
（
昭
10
）

6
月
下
澤
　
弘
雄
（
昭
25
）

田
中
久
治
郎
（
昭
13
）

松
田
　
守
雄
（
昭
37
）

渡
辺
　
幸
雄
（
昭
28
）

7
月
金
矢
　
隆
夫
（
昭
31
）

冨
田
　
　
寛
（
昭
21
）

手
塚
　
鉄
治
（
昭
20
④
）

大
崎
　
弘
三
（
昭
39
）

8
月
小
室
　
昭
三
（
昭
20
④
）

冨
岡
　
俊
雄
（
昭
36
）

9
月
手
賀
　
義
朗
（
昭
25
）

9
月
栗
原
　
一
郎
（
昭
13
）

白
崎
　
善
雄
（
昭
43
）

10
月
渡
辺
　
善
欽
（
昭
37
）

松
渕
　
隆
夫
（
昭
26
）

石
井
　
春
光
（
昭
31
）

佐
藤
信
太
郎
（
昭
23
）

板
倉
　
　
勗
（
昭
29
）

佐
藤
　
貞
三
（
昭
17
）

工
藤
　
一
夫
（
昭
18
）

三
浦
大
四
郎
（
昭
40
）

平
野
　
庫
治
（
昭
13
）

工
藤
　
次
己
（
昭
39
定
）

沢
木
　
義
春
（
昭
39
）

鈴
木
　
哲
夫
（
昭
18
）

布
袋
屋
伊
作
（
昭
20
⑤
）

佐
藤
　
剛
三
（
昭
17
）

武
田
　
直
彦
（
昭
37
）

鎌
田
　
英
伸
（
昭
29
）

石
井
　
寿
樹
（
昭
37
）

三
浦
　
忠
昭
（
昭
27
）

11
月
佐
藤
　
　
忠
（
昭
17
）

加
藤
　
敬
助
（
昭
23
）

斉
藤
　
　
豊
（
昭
27
）

伊
藤
　
雅
樹
（
昭
45
）

佐
藤
　
昇
次
（
昭
16
）

木
田
橋
重
人
（
昭
17
）

坂
本
　
弘
二
（
昭
29
）

12
月
根
本
　
幸
蔵
（
昭
20
⑤
）

岡
崎
　
和
市
（
昭
20
⑤
）

辻
　
　
　
勉
（
昭
25
）

藤
本
　
　
博
（
昭
18
）

佐
々
木
幸
一
（
昭
25
）

村
上
　
　
修
（
昭
39
）

石
山
　
憲
一
（
昭
26
）

山
田
金
五
郎
（
昭
28
定
）

石
川
信
一
郎
（
昭
20
⑤
）

平
成
27
年

1
月
小
寺
　
永
一
（
昭
28
）

茂
木
　
信
博
（
昭
41
）

斎
藤
　
正
寧
（
昭
35
）

井
川
　
文
雄
（
昭
27
）

中
川
　
　
治
（
昭
50
）

安
藤
　
　
浩
（
昭
28
）

池
田
　
昌
之
（
昭
39
）

淡
路
　
光
男
（
昭
18
）

井
筒
　
　
顕
（
昭
22
）

西
村
登
美
男
（
昭
45
）

佐
藤
　
圭
次
（
昭
28
）

長
谷
川
信
夫
（
昭
31
定
）

三
森
　
美
直
（
昭
15
）

石
黒
　
秀
和
（
昭
20
④
）

柳
谷
　
直
正
（
昭
17
）

2
月
冨
野
巳
代
治
（
昭
7
）

小
林
　
征
勇
（
昭
39
）

小
西
玄
太
郎
（
昭
27
）

上
村
　
洋
子
（
昭
31
）

松
橋
　
　
裕
（
昭
29
）

京
極
　
　
敏
（
昭
33
）

佐
藤
　
久
晴
（
昭
43
）

佐
藤
　
豊
吉
（
昭
6
）

伊
藤
　
　
顕
（
昭
16
・
17
）

佐
川
　
　
圭
（
昭
27
）

佐
々
木
　
豊
（
昭
35
）

岡
部
　
雄
幸
（
昭
23
）

山
本
　
五
郎
（
昭
25
定
）

3
月
高
橋
　
光
夫
（
昭
27
）

牧
野
　
光
雄
（
昭
35
）

野
上
　
鯛
一
（
昭
19
）

川
村
　
信
和
（
昭
25
）

京
野
　
大
三
（
昭
12
）

加
藤
　
一
久
（
昭
46
）

畠
山
　
啓
作
（
昭
30
）

松
橋
　
利
光
（
昭
29
）

寺
内
　
良
夫
（
昭
43
）

田
村
　
康
徳
（
昭
31
）

寺
田
　
光
和
（
昭
7
）

北
林
　
祥
伍
（
昭
25
）

今
村
　
房
蔵
（
昭
14
）

松
田
　
孝
雄
（
昭
45
）

㊟
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
4
年
で
卒
業
、
（
昭
20
⑤
）
は
5
年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す

　会員の皆さまには日頃から同窓会活動に深いご理解
とご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。
　さて、秋田高校同窓会の運営は、その財政基盤のほ
とんどを会員の皆さまの年会費に依存しております。円
滑な同窓会活動を推進するため、平成27年度の年会費
納入がまだお済みでない方には、同封の「払込取扱票」
での納入（ゆうちょ銀行・郵便局、コンビニで取り扱い）
に、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　年会費に関する取り決めは以下のとおりです。

1．年会費は会員1人当たり2,000円とする。
2．年会費の請求は単年度のみとし、過年度分は請求
しない。

3．母校卒業後４年間は年会費の納入を免除する。

《年会費の口座振替実施へ》
　同窓生の皆様にはいつも年会費納入にご協力いただ
きありがとうございます。
　総会等で再三要望がありました年会費の口座振替（銀
行口座からの自動引き落とし）を平成28年度から実施
することになりました。取扱銀行は秋田銀行、北都銀行、
みずほ銀行の３行です。従来の郵便振込やコンビニ振
込ではなく、銀行口座からの自動引き落としを希望する
方は、今回のだよりに同封している振込用紙の希望する
銀行名を〇で囲み必ず郵便振込で納入してください。
　来年度から実施するのは当面、単年度分の口座振替
で、多年度分前納についてはまだ結論が出ていません。
� （同窓会財政委員会）

平成27年度
年会費納入のお願い 灼

熱
の
高
知
空
港
に
降
り
立
て
ば

　
　
　

た
ち
ま
ち
著
る
き
南
国
の
雨

従
容
と
転
勤
辞
令
を
受
け
し
身
は

　
　
　

今
日
よ
り
こ
の
地
を
ふ
る
さ
と
と
為
す

土
佐
城
下
棟お
う
ちの

花
の
零
る
こ
ろ

　
　
　

鳴
子
拍
子
に
よ
さ
こ
い
踊
り

営
々
と
戦
後
果
た
せ
る
植
林
に

　
　
　

四
国
山
地
は
美
林
連
な
る

四
万
十
の
川
に
佇
む
沈
下
橋

　
　
　

か
の
風
物
は
詩
情
な
る
べ
し

足
摺
の
椿
の
ト
ン
ネ
ル
突
き
行
き
て

　
　
　

岬
に
立
て
ば
地
響
く
波
涛

白
衣
着
て
「
同
行
二
人
」
と
笠
に
書
く

　
　
　

お
遍
路
さ
ん
の
春
野
行
く
な
り

結
願
の
大
窪
寺
に
詣
ず
れ
ば

　
　
　

六
根
清
浄
夏
鳥
の
歌

職
賭
し
て
異
を
唱
う
べ
き
覇
気
な
く
て

　
　
　

孤
立
の
な
か
に
口
を
噤
め
る

世
に
虚
業
数
多
あ
れ
ど
も
林
業
は

　
　
　

実
業
な
り
と
別
れ
に
記
す
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佐野　元彦

佐野　克彦

佐野まり子

（昭和49年卒）

（昭和59年卒）

（昭和45年卒）

代表取締役

取締役副社長

取締役

秋田市保戸野通町3－31
株式会社サノ・ファーマシー

小　玉　真一郎（昭和49年卒）
代表取締役社長

小　玉　康　明（平成4年卒）
取締役営業部長

潟上市飯田川飯塚字飯塚34－1
T E L  018－8 7 7－210 0
F A X  018－8 7 7－210 4
www.kodamajozo.co.jp

小玉醸造株式会社

〒010-0972
秋田市八橋田五郎2－13－18
TEL：018－866－0505

榎　  正　行（昭和49年卒）

榎　  真美子（平成 3 年卒）

〒010-0023
秋 田 市 楢 山 本 町 1 － 32
T E L  0 1 8－8 3 4－1 0 9 7

南　浦　光　昭

南 浦 医 院

（昭和49年卒）

院長

　

当
時
は
秋
田
駅
か
ら
東
京
経
由

で
35
時
間
か
か
っ
て
大
阪
駅
に
到

着
し
、
1
万
人
の
観
衆
の
前
で
試

合
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
1
回

戦
不
戦
勝
、
準
々
決
勝
は
山
田
中

（
東
海
代
表
）
を
9
︱
1
で
破

り
、
準
決
勝
で
優
勝
候
補
筆
頭
の

早
稲
田
実
業
（
東
京
代
表
）
の
速

球
投
手
を
攻
略
し
3
︱
1
で
勝
利

し
た
。
決
勝
は
京
都
二
中
（
京
津

代
表
）
と
対
戦
。
1
︱
1
で
延
長

戦
と
な
り
、
13
回
裏
の
京
都
二
中

の
攻
撃
で
、
1
死
三
塁
か
ら
二
塁

ゴ
ロ
で
2
死
と
し
た
も
の
の
、
一

塁
か
ら
本
塁
へ
の
転
送
が
間
一
髪

間
に
合
わ
ず
、
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を

喫
し
た
。
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で

全
国
優
勝
を
逃
し
た
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
以
来
、
春
と
夏
の
大
会

を
通
じ
て
秋
田
県
の
チ
ー
ム
が
決

勝
に
進
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
見
事

な
準
優
勝
だ
っ
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
私
の
祖
父
の
信

太
貞
が
出
場
し
て
お
り
、
一
塁
を

守
っ
て
終
始
「
サ
ア
こ
い
！
」
と

元
気
に
活
躍
し
、
敢
闘
賞
に
選
出

さ
れ
辞
典
を
も
ら
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
豊
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
跡
地

の
道
を
広
め
て
世
の
中
に
貢
献
し

て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
少
な
か
ら
ず

1
0
0
年
前
の
先
輩
の
活
躍
の
影

響
が
あ
る
も
の
と
推
察
す
る
。

　

再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
約
8
年

前
か
ら
第
1
回
全
国
大
会
に
出
場

し
た
学
校
の
O
B
ら
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
交
流
を
深
め
て
準
備
を

進
め
て
き
て
い
る
。
私
も
微
力
で

は
あ
る
が
是
非
成
功
す
る
よ
う
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
し
、
50

人
枠
の
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー
に

選
出
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
た
い
。

そ
し
て
、
保
険
の
普
及
を
通
じ
て

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
仕
事
と

し
て
い
る
が
、
O
B
野
球
と
の
両

立
を
実
現
さ
せ
て
、
甲
子
園
の
夢

舞
台
を
文
武
両
道
の
精
神

を
確
認
す
る
場
に
し
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
東
北
で
は
ま
だ
成
し

遂
げ
た
学
校
が
な
い
が
、

後
輩
に
は
第
1
回
大
会
の

準
優
勝
を
超
え
る
よ
う
期

待
し
、
母
校
の
応
援
を
続

け
て
い
く
。

第
1
回
大
会
出
場
10
校

　
甲
子
園
で〝
熱
闘
〟再
現

�
秋
田（
秋
田
中
）、鳥
羽（
京
都
二
中
）、早
実
な
ど

は
高
校
野
球
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

と
し
て
記
念
公
園
に
な
っ
て
お

り
、
当
時
の
門
柱
や
赤
レ
ン
ガ
塀

が
再
現
さ
れ
、
第
1
回
大
会
の
レ

リ
ー
フ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
私
は

息
子
と
二
人
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
母
校
名
と
共
に
刻
ま
れ
た

祖
父
の
名
前
を
目
に
し
た
時
は
、

震
え
る
ほ
ど
感
動
し
た
。

　

私
が
母
校
で
学
ん
だ
文
武
両
道

の
精
神
は
、
息
子
に
も
受
け
継
が

れ
て
東
京
の
高
校
で
は
あ
る
が
野

球
を
経
験
し
て
お
り
、
現
在
私
と

息
子
が
社
会
で
な
ん
と
か
過
ご
せ

て
い
る
の
は
、
野
球
を
続
け
て
文

武
両
道
を
目
指
し
て
き
た
か
ら
で

あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
第
1
回
大
会
で
の
母
校
の
活

躍
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
確
信
し

て
い
る
。
ま
た
、
野
球
部
O
B
に

は
各
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
が
多
く
い
る
が
、
皆
さ
ん
文
武

両
道
を
進
ん
で
き
た
も
の
と
思
う

し
、
野
球
の
指
導
者
と
な
っ
て
そ

　
高
校
野
球
が
始
ま
っ
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
。
1
9
1
5
年
（
大

正
4
年
）
8
月
、
大
阪
・
豊
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
第
1
回
全
国
中
等

学
校
優
勝
野
球
大
会
を
嚆
矢
と
す
る
。
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
に
出
場
で

き
た
の
は
全
国
の
地
方
大
会
71
校
を
代
表
す
る
10
校
。
東
北
代
表
と
し
て
出

場
し
た
わ
が
秋
田
中
学
は
前
評
判
の
高
か
っ
た
早
稲
田
実
業
な
ど
を
撃
破
、

見
事
決
勝
に
勝
ち
進
み
準
優
勝
の
金
字
塔
を
打
ち
建
て
た
。

　
あ
れ
か
ら
1
世
紀
の
時
を
経
て
、
当
時
の
出
場
10
校
が
阪
神
甲
子
園
球

場
で
再
び
相
ま
み
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
初
戦
と
同
じ
カ
ー
ド
で

戦
い
熱
戦
を
再
現
す
る
が
、
母
校
野
球
部
O
B
会
矢
留
倶
楽
部
は
今
、
12

月
に
行
わ
れ
る
記
念
大
会
に
備
え
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

高
松
中（
現・高
松
）

京
都
二
中（
現・鳥
羽
）

鳥
取
中（
現・鳥
取
西
）

広
島
中（
現・国
泰
寺
）

久
留
米
商

和
歌
山
中（
現・桐
蔭
）

三
重
四
中（
現・宇
治
山
田
）

秋
田
中（
現・秋
田
）

神
戸
二
中（
現・兵
庫
）

早
稲
田
実

8/18
2 0

8/19
9 1

8/20
7 1

8/18
15 08/21、22

5 9
8/20
1 3 8/23

1 2

第1回大会
組み合わせ

8/19
15 2

8/18
7 14

優勝
京都二中

高校野球
100th Anniversary

夢
舞
台
に
母
校
出
陣
!

　
　

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
秋
田
支
社 

 

信
太 

誠
一
（
昭
和
58
卒
）

第1回大会の信太貞一塁手
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「汝何のために…」一期生
	 39会卒業50周年同期会
　昨年10月25日、113人が秋田キャッスルホテルに集う。
鎌田修悦会長の挨拶に「汝何のために其処にあり哉」が
引用され全員シャキッとする。それもそのはず、昭和38年
４月、鈴木健次郎校長が就任挨拶で述べたこの言葉に心
打たれた第一期生が我々なのです。目黒初代会長による
乾杯が終わると、神妙な顔つきも一瞬で駅前校舎に戻る。
心を許せる仲間たちだ。翌日の“ぶらり旅”で同期の平野
県立美術館館長から藤田嗣治の解説、濱乃家で舞妓さん
と楽しむ等、39会の絆は「秋高39会だよりで一層団結し
ている。13年間で延べ200人近くが寄稿。
　今回、校旗の古代紫色で品よく装丁され、卒業50周
年記念誌として発行した。また、赤沼幹事長が30分で記
念写真に人型の氏名対比表を添付し、各自持ち帰りとな
る離れ業も39会の“名物”だ。最後は我々の副歌「高校三
年生」で名残りを惜しんだ。口々に「次はいつ開催だ？」
の声がひっきりなしであった。	 （近藤嘉之	記）

卒後20年 語り合う喜び
	 平成7年卒同期会
　平成27年1月2日、秋田キャッスルホテルにおいて、恩
師を含む100人が参加し、卒業20周年を記念する平成7
年卒業生の同期会を開催した。生徒会長石塚智之君の
挨拶に始まり、星野滋秋田北高校校長が久々の再会を祝
し乾杯。医師として活躍する傍ら、マジシャンとして活動
する平野井啓一君による圧巻のマジックショーで大いに
盛り上がり、締めは応援団長戸田洸輔君のリードで声高
らかに校歌を斉唱し散会した。
　様々な立場の垣根を越え、本音で語りあえる仲間との
心地よい時間を過ごし、歳をとるのも悪くないとしみじみ
感じた同期会であった。	 （佐藤寛也	記）

親子、兄弟会員の姿も
	 五城目支部総会
　1月17日、五城目支部総会を開催。会員20人の参加。
1月5日に突然逝去された斎藤正寧氏（昭和35卒）ならび
に物故会員に黙とうを捧げた。
　越後支部長、佐藤副校長と挨拶をいただき、金田勝年
氏（昭和43卒）は国政の現状を報告、恒例となった応援
団OB小森幸臣氏（昭和42卒）の指揮で校歌を斉唱した。
親子会員、兄弟会員もいて五城目支部の層の厚さを感じ
た。故斎藤正寧氏を偲びつつ懇親を深め、次回の再会を
誓い散会した。	 （菅原孝次郎［昭和44卒］記）

新支部長に菊地紘氏
	 飯田川支部総会
　平成26年度総会を昨年11月22日、11人が出席し、わ
かさぎ亭で開催した。開会に先立って5月に逝去された鐙
美津雄支部長をはじめ歴代会長・会員へ黙とうを捧げた。
総会に入り加藤副会長の挨拶、事務局からの経過報告、
議事では空席の支部長（会長）を出席者全員で菊地紘氏
にお願いした。懇親会では近況報告・高校時代のエピソー
ドなどで話が盛りあがり、締めは伊藤敏和君のイントロ
で校歌を斉唱し散会した。
　次回も今年11月を予定したので今回以上の出席者を期
待したい。	 （三浦浩一郎［昭37卒］記）

秋田高校同窓会だより VOL.9711



❷原稿の最後に執筆者名（支部等にあっては卒業年次も）をお忘れなく。
❸投稿いただいた原稿、写真はお返ししません。どうぞご了承ください。〈広報委員会〉

歌手の歌声が交流に花
	 昭和46年卒同期会
　1月3日、アキタパークホテルで恩師斎藤淳先生を来賓
に迎え、昭和46年卒の第22回同期会を開催しました。
当会は正月と盆の交互に1年半ごとに開催しています。初
めての試みで、同期生の娘さんである歌手ジョエルさんの
ミニコンサートを開会に先立ち行いました。透きとおる声
で4曲を歌っていただき、さわやかな気持ちで開宴しまし
た。30人ちょっとの今までで一番少ない参加者でしたが、
その分、濃厚な交流ができました。次回は、平成28年8
月の開催予定です。	 （菊地　隆	記）

ホームの結束を楽しむ 
	 大館支部総会
　　今年度の大館支部総会は、昨年12月9日に例年どお
り市内の北秋くらぶにて開催されました。開催に先立ち、
11月に逝去された前支部長で名誉支部長の布袋屋伊作氏
の冥福を祈り、一同黙とうを捧げました。
　土地柄、秋高出身者はいつもアウェー感が強いのです
が、この日ばかりはホームにいるつもりで一同楽しみ、健
康に留意してまた来年無事再会できることを約束して散会
となりました。	 大館支部幹事長
	 （宮越　順［昭和51卒］記）

秋高人脈で就活を後押し
	 東京同窓会
　1月31日、賀詞交歓会に先立ち恒例の「大学生と社会
人の交流会」が大学生25人と社会人十数人が出席して
東京・九段北のアルカディア市ケ谷で開催されました。
　今年の交流会は大手生保の人事・採用担当者による“新
制度での就活ガイダンス”に始まり、昨年の交流会に参加
し内定を勝ち取った大学4年生2人に後輩に向けた就活
体験談を話していただきました。さらにこれから就活を行
う学生たちが、志望する業種の先輩方から具体的な話を
伺う機会を提供し好評でした。
　この交流会は、学生たちが各界で活躍する秋高同窓会
員の諸先輩方と面識を持つことで親密な人間関係を作り、
企業の採用情報に触れたり就職の悩みを相談できる格好
の機会であり、大学の同窓会とは一味違った特徴あるイ
ベントです。今後とも秋高東京同窓会は同窓生の絆・縁
を大切に、この交流会を毎年継続して開催・運営してい
きたいと考えています。
	 東京同窓会幹事・交流会担当　
	 （鈴木　香［昭和51卒］記）

岩崎氏に市長から顕彰状
	 仙台支部総会
　再スタート7回目の平成26年度仙台支部総会は、昨年
10月31日ハーネル仙台で開催した。一昨年は創立140周
年祝賀を兼ねて行い100人近い出席者であったが、今回
は50人を割ってしまった。
　高橋智徳副会長、伊藤成年校長が出席して下さった。
伊藤校長は進学、スポーツ活動など現況報告した中で、「生
徒数減少など課題はあるが、生徒たちには未来を創り上
げるのは諸君らだ。“おのれを修めて世のためつくす”とい
う校訓を胸に秘めてチャレンジしてほしいと呼び掛けてい
る」と話された。
　支部顧問の岩崎俊一東北工業大学理事長（昭和19卒）
が仙台市制125周年式典で奥山恵美子市長（昭和45年に
1学年在学）から22人目の仙台市名誉市民の顕彰状を授
与された。同じ高校同窓生の大先輩に後輩の市長が名誉
市民称号を渡すのは仙台市では初めてのケース。学都仙
台で岩崎先輩は多大な貢献をしてきたが、奥山市長から
花束を贈られた岩崎さんに大きな拍手が起こった。
　“世のためつくす”の校歌を合唱して閉会したが、仙台圏
域には600人の同窓生がいる。支部役員は10人。平成
卒の参加も図っていく。	 （相澤雄一郎［昭和28卒］記）
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「つどい」投稿について ❶ 「つどい」欄への投稿は毎回多数にのぼるため、スペースの制約からやむを得
ず原稿を短縮したり、次号に回すことがあります。ご容赦ください。

菅江真澄の足跡に感銘
	 追分三叉路会
　昨年10月18日、県立博物館学習室で平成26年度追分
三叉路会総会を開催した。決算、次年度予算案などが原
案どおり承認され、近藤隆氏（昭和33卒）を会長に選ぶ
など新役員を選出した。
　総会終了後、県立博物館特別展「菅江真澄、旅のまな
ざし」を見学、真澄の膨大な著作・絵図に圧倒された。
　この後、講堂で読売新聞特別編集委員橋本五郎さん（昭
和40卒）の特別講演会「五郎が語る真澄!」に耳を傾けた。
話が真澄の文体に及び、司会者が五郎さんの文体につい
て尋ねると、「簡潔にして心の温もりがこもった文体で書
くことが永遠のテーマです」という答えが返ってきた。
　旭町会館に移して行われた懇親会では、五郎さんを囲
んで大いに酒を酌み交わし、「天上はるかに」を高らかに
歌って東京に帰る五郎さんを空港へ送り出した。
	 （藤原正三［昭和46卒］記）

元気と笑顔の卒業15周年
	 平成12年卒同期会
　平成27年1月2日、秋田キャッスルホテルにて、平成12
年卒業生の卒業15周年同期会を開催しました。
　5年ぶりの同期会となった今回は7人の恩師と約60人の
参加者でした。前回よりも少なめの参加者でしたが、久し
ぶりに会う仲間たちは皆変わらない元気と笑顔で盛会と
なり、有意義な時間を楽しみました。
　同期会は今後も20周年、25周年と継続的に開催をし
ていきたいと思います。今回参加できなかった同期の皆
様は是非次回の参加をお待ちしております。また5年後に
元気な姿でお会いしましょう！楽しみにしております。
	 （浅村直人	記）

現役応援へ熱き思い
	 応援団OB紫紺の会
　平成26年11月22日、協働大町ビルを会場に、忘年会
と呼ぶには少々早い懇親会を開催しました。日中は椿台
CCでゴルフコンペも開催。奇跡的な好天の下でプレーを
楽しんだ8人を含む11人が出席しました。
　川合厚彦会長（昭和41卒）の開会挨拶に続き、最年
少の小澤浩之氏（昭和60卒）の乾杯で開宴。夏の甲子
園予選で有志がスタンドに集結した際の感想から、現役
応援団の力になりたいとの熱い思いを語り合い、和気あ
いあいの近況報告と記念撮影でお開きとなりました。
	 （保坂尚吾［昭和55卒］記	）

はとバス乗り都内名所巡り
	 卒業60周年首都圏30会
　30会（昭和30年卒）首都圏の卒後60周年を記念して
の会を3月12日開催。早春のお天気に恵まれた青空の下、
遠路はるばる北海道、仙台からも参集し、33人が参加し
た。
　昼食は帝国ホテルの豪華なバイキング会食、食後は貸
切りのはとバスで評判の東京スカイツリーへ。天望デッ
キ経由450メートルの最上階、天望回廊へ待つことなく
上がり、眼下の景色を心ゆくまで楽しんだ。また、先に
天に召された同期の物故者の霊に手を合わせた。
　帰りは予定から少し遅れて、改装なった東京駅を見学し
ながらの解散。参加者皆が、またの再会を約束しつつ、
特別に仕入れたおみやげ用写真立てを胸に家路につい
た。	 （堀　義顕	記）

秋田高校同窓会だより VOL.9713



「
私
た
ち
は
一
人
で
生
ま
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
」
安
田
純
氏

（
昭
和
58
卒
・
東
北
大
学
メ

デ
ィ
カ
ル
バ
ン
ク
機
構
）
講
演

を
聴
い
て

　

「
科
学
者
」
と
い
う
立
場
の
方

の
お
話
を
聞
く
の
は
初
め
て
で
、

「
ゲ
ノ
ム
」
な
ど
と
い
っ
た
専
門

的
な
も
の
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
の

科
学
へ
の
見
通
し
や
期
待
が
高
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
独
創
性
と
い

う
の
は
研
究
者
と
い
う
職
に
お
い

て
非
常
に
大
き
い
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
人
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

感
じ
る
こ
と
や
、
見
逃
し
て
い
る

こ
と
を
見
つ
け
、
テ
ー
マ
に
す
る

の
は
す
ご
く
大
変
だ
と
思
う
し
、

も
ち
ろ
ん
力
や
技
量
も
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
「
個
性
」

が
あ
る
た
く
さ
ん
の
人
々
と
共
に

多
様
な
視
点
で
見
る
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

安
田
先
生
は
、
若
い
う
ち
に
潜

在
能
力
の
99
％
を
少
し
で
も
開
花

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
語
っ
て
お

ら
れ
た
し
、
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル

の
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
が
、
最

先
端
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
大
切
だ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

同
じ
学
科
、
同
じ
内
容
で

も
、
周
囲
の
環
境
と
い
う
の
は

重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

「
秋
田
高
校
に
入
学
し
た
意
味

と
は
何
か
」
、
「
高
い
レ
ベ
ル

の
大
学
を
目
指
す
理
由
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
勉

強
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
「
科
学
」
を
通
じ
て
人
は

協
力
す
る
の
が
自
然
だ
と
わ

か
っ
た
の
で
、
周
囲
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

北
雄
合
宿
感
想
文
か
ら

�

1
A
　
杉
山 

穂
乃
佳

　

私
た
ち
秋
田
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
は
今
、
全
県
総
体
で
団
体
優

勝
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

こ
と
を
目
標
に
日
々
の
練
習
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
上
の
先
輩

方
が
引
退
し
た
後
に
こ
の
目
標
を

立
て
ま
し
た
。
昨
年
度
は
夏
の
暑

い
日
の
練
習
を
頑
張
り
抜
い
た
結

果
、
全
県
新
人
大
会
で
強
豪
校
で

あ
る
大
曲
工
業
高
校
を
破
り
、
ベ

ス
ト
4
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
大
会
で
の
目
標
は
優
勝

だ
っ
た
の
で
、
準
決
勝
で
の
敗
退

は
と
て
も
悔
し
い
も
の
で
し
た

が
、
東
北
大
会
へ
の
出
場
権
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
北
新
人
大
会
は
今
年
の
1
月

に
山
形
県
鶴
岡
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
戦
の
相
手
は
そ
れ
ま
で
何

度
か
練
習
試
合
を
し
て
き
た
盛
岡

市
立
高
校
で
し
た
。
健
闘
及
ば
ず

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
に
行
わ
れ
た
交
流
戦
か
ら
も
、

ま
だ
ま
だ
実
力
が
足
り
な
い
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
糧
に
し
て
、
冬
は

基
礎
体
力
の
向
上
に
努
め
ま
し

た
。
ダ
ッ
シ
ュ
や
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

疎
か
に
せ
ず
、
全
力
の
レ
ベ
ル
を

上
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
ま

し
た
。
手
が
か
じ
か
む
寒
さ
の

中
、
励
ま
し
合
っ
て
練
習
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

4
月
18
日
、
19
日
に
行
わ
れ

た
春
季
選
手
権
で
は
、
部
員
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
課
題
を

克
服
す
べ
く
、
ま
ず
は
中
央
支

部
総
体
で
の
優
勝
を
目
標
に
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で

結
果
を
残
し
て
自
信
を
つ
け
、

最
終
的
に
は
6
月
の
全
県
総
体

で
の
優
勝
を
達
成
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な

日
数
を
大
切
に
し
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
は
全
県
総
体
優
勝

�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部   
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F
　
藤
原
　
穫

〒010-0914
秋田市保戸野千代田町2－41
電話　018－863－3 4 43

清　水　真木雄
院　長

歯科・小児歯科

清水歯科クリニック
（昭和59年卒）

（昭和59年卒）

秋田市卸町四丁目８番14号
T E L .  0 1 8－8 6 2－6 1 7 1
FA X .  0 1 8－8 6 2－0 9 7 1

茜　谷　浩　二
代表取締役

株式会社 ヤマキチ商店

（昭和49年卒）

〒010-0041 秋田市広面字碇1番地7
TEL.018-838-7107 FAX.018-838-7106
http://rings-accounting.jp/

代表社員 税理士 武 田　 亨

税理士法人

（昭和49年卒）

仙北市田沢湖町で行われた北雄合宿

東北新人大会（1月・山形県鶴岡市）
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3
月
20
日
と
21
日
に
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
柔

道
選
手
権
大
会
。
男
子
個
人
戦

55
キ
ロ
級
に
秋
田
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
私
は
、
い
つ
も
と

は
違
う
雰
囲
気
の
中
で
試
合
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

初
戦
は
宮
崎
県
の
代
表
選
手

と
の
試
合
だ
っ
た
が
、
序
盤
か

ら
相
手
の
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
で

初
戦
敗
退
。
相
手
の
パ
ワ
ー
と

ス
ピ
ー
ド
の
前
に
自
分
の
良
さ

を
出
せ
ず
に
負
け
て
し
ま
い
、

悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。
日
頃

か
ら
全
国
大
会
の
上
位
入
賞
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
た
が
、

試
合
を
通
じ
て
自
分
の
甘
さ
を

実
感
し
た
。

　

し
か
し
、
上
位
に
行
く
選
手
た

ち
の
試
合
を
見
て
も
、
圧
倒
的

に
勝
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
僅
差
で
あ
り
ほ
ん
の

少
し
の
差
で
勝
ち
上
が
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。

ま
た
、
優
勝
候
補
と

言
わ
れ
る
選
手
が
途

中
で
敗
退
す
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
れ
は
、

自
分
た
ち
も
上
位
へ

行
く
選
手
た
ち
と
の

差
が
わ
ず
か
だ
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る

と
同
時
に
、
自
分
た
ち
に
も
勝
つ

チ
ャ
ン
ス
が
い
く
ら
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
の
少
し

の
差
を
縮
め
る
た
め
に
は
人
の
何

倍
も
の
努
力
を
し
な
い
と
い
け
な

い
し
、
苦
し
い
場
面
も
多
い
と
思

う
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
こ
の
先
上
位
に
は
行
け
な
い
。

　

毎
回
試
合
で
負
け
る
の
と
同

時
に
、
自
分
は
ま
だ
や
れ
る
と

感
じ
る
時
が
あ
る
。
こ
れ
は

日
々
の
苦
し
さ
よ
り
も
試
合
で

負
け
た
悔
し
さ
の
ほ
う
が
自
分

の
中
で
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

今
大
会
で
の
悔
し
さ
は
絶
対
に

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

自
分
は
ま
た
来
年
も
挑
戦
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
ず
は

予
選
を
突
破
し
、
日
本
武
道
館
の

畳
の
上
で
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
姿
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

敗
北
か
ら
学
ぶ

�

柔
道
部   

2
B
　
丹
　
智
広

　

放
送
委
員
会
で
は
、
日
々
の

放
送
や
行
事
運
営
協
力
の
ほ
か

に
、
放
送
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
、
各
種
大
会
へ
の
出
場
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
こ

の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
放
送
の
大
会
に
は
ア
ナ

ウ
ン
ス
・
朗
読
な
ど
読
み
の
部

門
と
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
制

作
の
各
部
門
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
な
か
で
も
創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
部
門
は
、
8
分
間
の
ド
ラ
マ

作
品
で
競
い
合
う
も
の
で
各
校

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
制
作
を
行

い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
N
H
K
杯
に
本
校
が

出
品
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
空
の

内
側
」
（
か
ら
の
う
ち
が
わ
）
。

17
歳
の
高
校
2
年
生
・
駿
一
が

直
面
し
た
の
は
、
唐
突
す
ぎ
る

親
友
・
佑
平
の
死
。
受
け
入
れ
難

い
現
実
を
否
定
し
続
け
る
彼
の
前

に
現
れ
た
の
は
「
も
う
一
つ
の
彼

の
人
格
」
。
弱
い
自
分
自
身
と
自

分
を
罵
る
「
自
分
」
。
逃
げ
道
を

失
っ
た
彼
を
最
後
に
救
っ
た
の
は

祐
平
だ
っ
た
︱
︱
。

　

制
作
に
あ
た
っ
て
は
独
創
性
・

独
自
性
を
最
重
要
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
学
園
も
の

の
よ
う
な
番
組
が
こ
れ
ま
で
多

か
っ
た
中
、
今
作
で
は
「
ひ
と
り

の
人
間
」
と
し
て
の
高
校
生
を
見

つ
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
と
し
、

そ
の
心
の
動
き
を
よ
り
少
な
い
セ

リ
フ
で
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
制
作
技
術
の
面
で
は
こ
れ

ま
で
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
は
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
一
眼
カ
メ
ラ
に
よ

る
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
被
写
界
深
度
の
浅
さ
を
生
か

し
、
奥
行
き
の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
映
像
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
県
大
会
で
は
部

門
最
優
秀
賞
、
全
国
大
会
で
も
準

決
勝
進
出
を
決
め
る
な
ど
、
一
定

の
評
価
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
講
評
で
は
独
自
の
世
界
観
や

暗
所
撮
影
の
技
術
が
評
価
さ
れ
た

一
方
、
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
な
ど
に

課
題
も
残
り
ま
し
た
。
今
年
度
の

大
会
も
ま
た
一
歩
、
新
し
い
挑
戦

を
続
け
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

School event

代表取締役
TAKESHI KANEZAWA

あいおいニッセイ同和損保・
三井住友海上あいおい生命・日本生命 代理店

（社）日本損害保険代理業協会正会員

金澤　武
（昭和59年卒）

秋田市土崎港中央5丁目6番22号 〒011-0946
TEL/018-845-6310 FAX/018-845-6326
E-mail:t-kanezawa@safetyic.com
HP-address:www.sonpo.ne.jp/agent/safety/

有限
会社 保険コンサルティングセーフティ

Insuranse Consulting
SAFETY

院  長  山 本 高 敬 （昭和59年卒）

太平山頂上鎮座

秋田市広面字赤沼３－２
☎０１８－８３４－３４４３

宮司 田村 泰教（昭和59年卒）

常
に
挑
戦
を

�

放
送
委
員
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3
A
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した丹智広選手

テレビドラマ　「空の内側」のワンシーン
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サ
ッ
カ
ー
部

　

私
た
ち
秋
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
4
月
に
新
入
部
員
9
人
を

迎
え
、
3
年
生
9
人
、
2
年
生
8
人
の
合
計
26
人
と
決
し
て
多
く

は
な
い
人
数
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
1
年
生
9
人
の
加

入
は
私
た
ち
の
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
練
習
や
遠
征
の
時
な
ど
に
感
じ

て
い
た
不
自
由
さ
を
解
消
で
き
る
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

秋
高
サ
ッ
カ
ー
部
の
現
在
の
目
標
は
、
全
県
大
会
で
4
強
に
入
る
こ
と
で
す
。

過
去
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
経
験
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
が
、
ま
ず
は
一
歩
ず
つ

目
標
を
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
秋
田
県
で
は
4
強
が
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
一
昨
年
の
高

校
選
手
権
・
全
県
新
人
、
昨
年
の
全
県
総
体
・
高
校
選
手
権
と
続
け
て
8
強
に

入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
4
強
の
壁
に
阻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の

高
校
選
手
権
で
は
、
相
手
チ
ー
ム
が
3
年
生
主
体
の
チ
ー
ム
だ
っ
た
の
に
対
し
、

私
た
ち
は
1
・
2
年
生
の
み
と
い
う
状
況
で
、
健
闘
し
た
も
の
の
体
力
面
や
技
術

面
で
4
強
と
の
差
を
強
く
感
じ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
体
感
す
る
た
め
に
、
学

校
や
保
護
者
、
O
B
会
な
ど
多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

中
に
広
島
遠
征
と
神
奈
川
遠
征
に
挑
ん
で
き
ま
し
た
。
広
島
遠
征
で
は
、
自
分
た

ち
の
サ
ッ
カ
ー
が
あ
る
程
度
通
用
す
る
と
い
う
自
信
と
手
応
え
を
獲
得
し
ま
し

た
。
神
奈
川
遠
征
で
は
、
全
国
大
会
で
優
勝
経
験
の
あ
る
強
豪
校
な
ど
と
の
対
戦

を
経
て
、
秋
田
と
の
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
な
ど
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

遠
征
で
経
験
し
た
こ
と
も
交
え
私
た
ち
は

現
在
、
相
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
早
く
し
て

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
こ
と
、
そ
う
い
っ

た
早
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で
如
何
に
精
度
の

高
い
プ
レ
ー
が
出
来
る
か
と
い
う
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

秋
高
サ
ッ
カ
ー
部
が
4
強
に
入
っ
た
、
も

し
く
は
そ
れ
以
上
の
成
績
を
残
し
た
と
い
う

知
ら
せ
が
、
卒
業
し
た
先
輩
方
に
届
く
よ
う

に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〔
平
成
27
年
度
サ
ッ
カ
ー
部
主
将
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吹
奏
楽
部

　

秋
田
高
校
吹
奏
楽
部
は
「
生
徒
主

体
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
部
活
の
運
営
や

練
習
計
画
を
部
員
自
ら
立
て
、
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
高
校
の
自

主
自
律
の
精
神
の
下
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
部
活
動
な

ど
に
は
な
い
こ
の
部
活
独
特
の
体
制

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
目
標
の
一
つ

が
、
「
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
」
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
技
術
が
一
流

で
あ
る
達
人
を
意
味
し
ま
す
。
部
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
達
人
の
よ
う
に
う
ま
く
な
る
こ
と
で
、
よ
り
レ

ベ
ル
の
高
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
部
活
練
習
後
の
時
間
の
使
い
方
は
様
々
で
す
。
勉

強
と
の
兼
ね
合
い
を
み
る
人
も
い
れ
ば
、
自
分
の
好
き
な
だ
け
楽
器
の

練
習
を
続
け
る
人
も
い
れ
ば
、
友
達
と
談
笑
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
由
な
雰
囲
気
も
こ
の
部
活
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
現
在
、
5
月
30
日
に
秋
田
県
民
会
館
で
行
う
第

61
回
定
期
演
奏
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
演
奏
会
で

は
、
多
く
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ

ズ
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
も
部
員
が
率
先
し
て
構
成
や
演
出
を
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
吹
奏
楽
部
は
、
勝
負
の
夏
へ
と
突
入
し
ま
す
。
新
入
生
を

迎
え
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
来
る
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
い
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
常
に
進
化
し
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
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高
橋  

奏
季
〕

　

1
2
0
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
刊
行
し
た
「
先
蹤
録
」

が
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
同
窓
生
の
今
」
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
て
の
問
い
合
わ

せ
が
県
内
外
か
ら
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
す
。
偉
大
な
る
人
物
を

輩
出
し
た
わ
が
母
校
。
そ
の
一

端
を
先
蹤
録
か
ら
読
み
取
れ
ま

す
。
機
会
を
見
て
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。
1
5
0
周
年
を
見
据

え
て
の
周
年
誌
お
よ
び
続
先
蹤

録
の
特
別
委
員
会
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

秋高
NOWナウ

4
強
の
壁
を
越
え
る
た
め
に

自
由
な
雰
囲
気
で
自
主
運
営

編
集
後
記

事
務
局
通
信

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
。
卒
業
生
に
は
母
校
で
培
っ

た
品
性
の
陶
冶
に
磨
き
を
か

け
、
新
入
生
に
は
入
学
式
の
感

激
を
忘
れ
ず
に
悔
い
の
な
い
3

年
間
を
送
っ
て
ほ
し
い
▼
往
年

の
高
校
球
児
た
ち
が
甲
子
園
に

集
合
、
1
0
0
年
前
の
試
合
を

再
現
す
る
。
わ
が
矢
留
倶
楽
部

に
は
け
が
に
気
を
つ
け
て
存
分

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

�

（
半
可
通
）

対由利工業戦（昨年5月）で相手陣営に
攻め込む秋高（白）

会心の演奏!、満面の笑顔(^o^)（昨年7月、全日本
吹コン県中央地区大会・秋田県民会館）
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